
　
今
月
は
「
昇
進
」
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。
職
場
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー

を
置
く
か
で
職
場
環
境
や
業

績
が
違
っ
て
く
る
こ
と
は
、

ご
承
知
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
で
は
、
適
材
適
所
に
リ
ー

ダ
ー
を
配
置
す
る
に
は
何
が

重
要
に
な
る
か
で
す
。
三
隅

二
不
二
博
士
は
「
Ｐ
Ｍ
理
論
」

に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
に
つ

い
て
論
じ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｐ
」
は
業
績
の
成
果
を

上
げ
る
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー

を
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

売
り
上
げ
・
利
益
を
出
す
よ

う
に
組
織
を
引
っ
張
っ
て
い

く
タ
イ
プ
で
す
。
数
字
の
成

果
を
重
視
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
、「
Ｍ
」
は
、

組
織
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を

強
化
で
き
る
タ
イ
プ
の
リ
ー

ダ
ー
で
す
。
強
固
な
人
間
関

係
作
り
か
ら
入
る
タ
イ
プ
の

リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　
こ
の
「
Ｐ
」
と
「
Ｍ
」
が
、

リ
ー
ダ
ー
に
ど
の
程
度
備
わ

っ
て
い
る
か
で
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
基
準

を
示
す
理
論
で
す
。
で
は
、

具
体
的
な
リ
ー
ダ
ー
選
び
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
仕
事
が
で
き
な
い

と
リ
ー
ダ
ー
に
は
な
れ
ま
せ

ん
。
「
仕
事
が
で
き
る
」
と

い
う
意
味
は
、
最
後
ま
で
責

任
感
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る

力
が
あ
る
か
で
す
。
そ
の
「
や

り
遂
げ
る
力
」
は
ど
う
す
れ

ば
獲
得
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
そ
れ
は
人
生
の
成
長
過
程

に
お
け
る
成
功
体
験
が
大
き

い
で
す
。
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
得
ら
れ
る
成
功
体
験
が

な
い
人
は
、
責
任
を
持
っ
た

仕
事
が
体
得
で
き
ま
せ
ん
。

成
功
体
験
は
す
で
に
幼
少
期

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
舞

台
、
踊
り
な
ど
。
何
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
努
力
し
て
人
よ

り
優
れ
た
部
分
が
あ
る
と
自

分
自
身
で
自
覚
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
成
功
体
験
を
持
っ
た
リ
ー

ダ
ー
は
、
職
場
で
責
任
感
を

持
っ
て
仕
事
を
し
、
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
の
意

識
が
強
い
で
す
。
そ
う
い
う

人
た
ち
が
集
ま
れ
ば
、
新
し

い
こ
と
を
企
画
、
実
践
で
き

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
団
に

な
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
、
や
る
気
の

な
い
組
織
は
、
リ
ー
ダ
ー
に

Ｐ
Ｍ
理
論
能
力
が
備
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
旧
来
か
ら

の
こ
と
を
漫
然
と
繰
り
返
す

だ
け
に
な
り
ま
す
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
で
の
指
導
も
で
き
ま

せ
ん
。
大
切
な
時
間
と
お
金

を
使
っ
て
の
外
部
研
修
を
修

了
し
職
場
に
戻
っ
て
も
、
や

る
気
が
な
い
Ｐ
Ｍ
理
論
能
力

失
格
の
リ
ー
ダ
ー
の
下

で

は
、
無
駄
な
研
修
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
う
い
う
組

織
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
社
長
自
身
も
自

ら
を
し
っ
か
り
磨
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　
盛
夏
を
楽
し
み
な
が
ら
、

自
ら
の
気
持
ち
も
熱
く
な
っ

て
仕
事
を
す
す
め
て
く
だ
さ

い
。

　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
特

別
編
集
委
員
、公
認
心
理
師
）

　
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
Ｉ

Ｔ
の
基
本
的
な
知
識
が
身
に

付
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
国

家
資
格
。
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知

識
に
と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
活

動
や
経
営
戦
略
、
会
計
や
法

務
な
ど
、
幅
広
い
知
識
が
バ

ラ
ン
ス
良
く
学
習
で
き
る
の

も
特
徴
。
年
間
受
験
者
数
も

毎
年
増
加
し
て
お
り
、
現
在

で
は
年
間
24
万
人
を
超
え
る

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
資
格
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

　
工
業
部
会
で
は
今
年
度
か

ら
、
市
内
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
Ｄ
Ｘ
化
支
援

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
。

　
初
回
は
10
月
11
日
で
、
25

日
、11
月
１
、
８
、
15
、
22
、

29
日
の
８
回
シ
リ
ー
ズ
。
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
始
ま

り
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
系
（
経
営

戦
略
、
シ
ス
テ
ム
経
営

戦

略
）
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
（
開

発
技
術
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
サ
ー
ビ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ

系
（
情
報
科
学
の
基
礎
理
論
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の

構
成
要
素
）
な
ど
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
順
次
学
ん
で

い

く
。
参
加
費
は
会
員
５
０
０

０
円
、
非
会
員
２
万
円
。
問

い
合
わ
せ
は
、
産
業
振
興
課

（
０
４
２
・
７
５
３
・
８
１

３
６
）
ま
で
。
　

　
段
ボ
ー
ル
製
造
、
東
鈴
紙

器
（
中
央
区
小
町
通
）
は
、

個
人
向
け
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
段
ボ
ー
ル
箱
の
製
作
事
業

を
開
始
し
た
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ

リ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
普
及
な
ど
で
、

個
人
間
で
の
売
買
が
増
え
て

き
た
た
め
、
規
格
品
に
は
な

い
サ
イ
ズ
・
形
状
の
段
ボ
ー

ル
箱
に
対
す
る
需
要
拡
大
を

見
込
ん
だ
。
１
箱
単
位
か
ら

で
も
製
作
し
、
量
産
対
応
も

可
能
と
い
う
。
　

　
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
」
を
開
設
し
た
。
一
般

的
な
「
ミ
カ
ン
箱
」
タ
イ
プ

か
ら
「
メ
ー
ル
便
段
ボ
ー
ル
」

「
板
段
ボ
ー
ル
」
な
ど
の
種

類
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
サ
イ

ズ
や
厚
さ
を
選
ぶ
。
企
業
ロ

ゴ
マ
ー
ク
も
入
れ
ら
れ
る
。

　
サ
イ
ズ
感
が
分
か
ら
な
い

場
合
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
形
状

の
段
ボ
ー
ル
箱
を
製
作
し
た

い
時
は
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

か
電
話
な
ど
で
イ
メ
ー
ジ
を

伝
え
る
と
、
営
業
が
親
身
に

な
っ
て
対
応
す
る
と
い
う
。

　
個
人
間
取
引
時
の
包
装
箱

の
ほ
か
、
引
っ
越
し
時
に
ジ

ャ
ス
ト
サ
イ
ズ
の
箱
が
な
か

っ
た
り
、
急
に
段
ボ
ー
ル
が

足
り
な
く
な
っ
た
り
し
た
場

合
も
想
定
す
る
。

　
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
品

は
、
あ
る
程
度
の
納
期
が
必

要
に
な
る
が
、
規
格
品
は
在

庫
が
あ
れ
ば
午
後
２
時
ま
で

の
注
文
で
即
日
出
荷
す
る
。

　
な
お
、
同
社
は
自
動
車
部

品
な
ど
工
業
製
品
輸
送
用
段

ボ
ー
ル
の
製
造
販
売
が
主
力

の
企
業
。
今
回
、
対
象
を
Ｂ

ツ
ー
Ｃ
に
拡
大
し
た
新
事
業

を
始
め
た
こ
と
で
「
段
ボ
ー

ル
の
新
た
な
需
要
が
ど
こ
に

あ
る
か
、
ニ
ー
ズ
も
探
り
た

い
で
す
」（
鈴
木
和
弥
社
長
）

と
し
て
お
り
、
同
事
業
だ
け

で
初
年
度
１
０
０
０
万
円
ほ

ど
の
売
り
上
げ
を
見
込
ん
で

い
る
。

経
営
者
と

　
「
昇
進
」
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長
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分
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要
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初
の
取
得
講
座

10
月
か
ら
開
催

養成講座のチラシ

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
作
を
特
注

個
人
向
け
市
場
開
拓

東
鈴
紙
器

同社の生産現場の様子
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相
模
原
商
工
会
議
所
工
業
部
会
は
、
経
営
者
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
や
Ｄ
Ｘ
化

を
促
進
す
る
た
め
、
10
月
11
日
か
ら
全
８
回
に
わ
た
り
市
立
産
業
会
館
で
「
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ

ー
ト
取
得
養
成
講
座
」
を
開
催
す
る
。
神
奈
川
経
済
専
門
学
校
が
協
力
。
申
し
込
み
締
め

切
り
は
９
月
16
日
。
　


